











1 － 1 ．録音再生装置の発明
語られたそばから消えていく会話や演奏を、何らかの機械的な手段により記録し再生する
装置の開発は、19世紀半ば頃から欧米各地で試みられるが、実際に録音再生できる装置を作
























1 － 2 ．録音再生装置の学術的利用
1890年代になると、録音再生装置を利用し、様々な言語や芸能を、学術目的のために録音
する活動が行なわれるようになる。
最も早い例は、1890年にアメリカの人類学者 Jesse Walter Fewkes が、エディソンの蝋
管式録音機を用いて、Main 州の Passamaquoddy Indians の歌と物語を録音したものであろ
う⑷。次いで、1895-97年、Francis La Flesche と Alice Cunningham Fletcher とが、Omaha 




































2 － 2 ．議会図書館　The Library of Congress
世界最大級の図書館である議会図書館（ワシントン D.C.）には、多くの録音資料群があり、











2 － 3 ．シュラキュース大学、ベルファー音響アーカイブ

















2 － 4 ．カリフォルニア大学サンタ・バーバラ校、蝋管保存・デジタル化プロジェクト
 Cylinder Preservation and Digitization Project, UCSB
カリフォルニア州サンタ・バーバラにある当大学の図書館 Donald C. Davidson Library














3 － 1 ．オーストリア科学アカデミー録音アルヒーフ 
 Das Phonogrammarchiv - Österreichs wissenschaftliches audiovisuelles Archiv
ウィーン大学本部の裏手、大学関連の建物が並ぶ一角に居を構える当機関は、1899年に設
立された世界最古の録音アルヒーフであり、創立百周年ともなる1999年には、その初期録音
コレクションが UNESCO「世界の記憶 Memory of the World」（世界記録遺産）に登録さ
― ―23
れている⑿。創設者は、ウィーン大学教授（生理学）・帝室科学アカデミー会員であった

















































1 － 2 でも触れたように、1900年パリ万国博覧会（同年 4 月14日～11月 5 日）開催を期に、
パリ人類学会 Société d’anthropologie de Paris は、同地を訪れた世界各国の人々の声を蝋管
に収めた「録音博物館」の設立を企画する。この企画の経緯と成果については、それを発案・




興味深い録音が、計351点、残された。その中には、1901年 7 月20・22・23日と 8 月21・
28・29・31日に吹き込まれた、日本人による録音も、14点、ある。これらは、録音年月が確
認される限りでは、現存最古の日本語録音資料群であり、この「発見」と、その吹込者中、







立科学研究センター Centre national de la recherche scientifique = CNRS の所管となり（一
方で、そもそもの企画主体のパリ人類学会は現存している）、暫く、1900年万博会場の地（メ
イン会場はセーヌ対岸のエッフェル塔の建つ一帯）に建つシャイヨー宮の人類博物館




研究センター Centre de Recherche en Ethnomusicologie = CREM と改め、郊外のパリ西




3 － 4 ．大英図書館音響アーカイブ　The British Library Sound Archive
今更いうまでもなく、大英図書館は世界を代表する歴史ある図書館であるが、そこに録音
アーカイブが置かれたのは、そう古いことではない。当アーカイブの前身は、Patrick Saul
という人物が1955年に私的に立ち上げた大英録音音響研究所 The British Institute of 
Recorded Sound という組織で、それが発展し、1983年に大英図書館の帰属となったもので
ある。帰属後も暫くは、図書館本体とは離れた場所で、大英図書館国立音響アーカイブ The 







ウスツキ蝋管」として知られる、ポーランドの革命家 Bronislav Pilsudski が、1902～03年頃、
樺太で録音したアイヌ音楽であり、C665となる 1 本は、 3 － 2 で取り上げた、1901年にベ
ルリン・アルヒーフが録音した貞奴の筝曲である。これらは何らかのコピー製品であろうか。
そして、C670とされる 7 本は、「1910年頃に、日本で、不詳人物によって録音された
recorded in Japan c.1910 by an unknown recordist」とされるものだが、筆者が一聴した限
りでは、僅かに挨拶らしい語が聞き取れた以外、いずれも、およそ日本語には聞こえなかっ





















































しつつある。なお、英語では、単数形 archive と複数形 archives とがあり、複数形を用いることが多





⑷　James Hardin “The Archive of Folk Culture at 75: A National Project with Many Workers”, 
Forklife Center News XXV-2, p. 4, American Folklore Center, The Library of Congress, 2003.











⒀　Dietrich Schüler (ed.) Austrian Academy of Sciences, Phonogrammarchiv, Phonogrammarchiv, 1999.
⒁　Sigmund Exner (ed.) Katalog I der Platten 1-2000 des durch die Mittel der Treitl-Stiftung 
gegründeten und erhaltenen Phonogramm — Archives der Akademie der Wissenschaften in Wien, 
Phonogramm-Archives ... in Wien, Wien, 1922.
⒂　http://catalog.pha.oeaw.ac.at/index.html.en
⒃　この今村録音の概要は、縄田雄二「ウィーンに保存されていた一九〇一年の日本語録音」（言語』





⒅　当アルヒーフおよび同デジタル化計画の概要については、同計画の責任者である Susanne Ziegler 等
による論文、コッホ他「ベルリン録音資料館（Das Berliner Phonogramm-Archiv）：音響記録の宝庫」
（『日本音響学会誌』60（7），pp.386-391，2004年）に詳しい。
⒆　Walzenaufnahmen japanischer Musik (Wax Cylinder Recordings of Japanese Music) 1901-1913 
(Berliner Phonogram-Archiv Historische Klangdokumente (Historical Sound Documents) 1, Staatliche 
Museen zu Berlin, 2003)。同 CD には、Arthur Simons（当時の所長）による序文、Susanne Ziegler（前




⒇　Artur Simon (ed.) Das Berliner Phonogramm-Archiv 1900-2000 – Sammlungen der traditionellen 
Musik der Welt (The Berlin Phonogram Archive 1900-2000 – Collection of Traditional Music of the 
World ), VWB, Berlin, 2000.
　Susanne Ziegler Die Wachszylinder des Berliner Phonogramm-Archivs, Ethnologisches Museum 
Berlin, Staatliche Museen, Berlin, 2006.
　Léon Azoulay “L’ère nouvelle des sons et des bruits -musées et archives phonographiques”, 
Bulletins et mémoires de la Société d’anthropologie de Paris [BSAP] V-1, 3 Mai 1900.  “Sur la 
construction d’un musée phonographique”, BSAP V-1, 7 Juin 1900.  “Sur la Maniére a été constitué 
le Musée phonographique de la Société d’anthropologie”, BSAP V-2, 18 Avril 1901.  “Le Musée 
phonographique de la Société d’anthropologie”, BSAP V-2, 2 Mai 1901.  “Liste des phonogrammes 
composant le Musée phonographique de la Société d’anthropologie”, BSAP V-3, 3 Juillet 1902.  “Un 
progrès important pour les Musées phonographiques, - reproductions galvanoplastiques des 
phonogrammes. - Moules métalliques inaltérables”, BSAP V-3, 5 Novembre 1902.
　当該資料群の内容を、日本に紹介したのは、筆者らが初めてであり、その意味では「発見」であるが、
前掲注に示した文献には、当該日本語録音の存在が明記されており、我々が試聴を申し出た際にも、
担当者 Pribislav Pitöeff 氏は直ちに当該録音内容を再生録音したテープを聴かせてくれたのだから、欧
州にあっては、新発見でも何でもない、先刻ご承知の資料だったと言える。




　Alan Ward “The Frazer Collection of Wax Cylinders: An Introduction”, Recorded Sound, No. 85, 
1984. 参照。
　『全集　日本吹込み事始』（東芝 EMI、TOCF-39061～71）として CD 復刻。ちなみに、この遠征隊
を率いて録音を行なったのは、カルーソー録音に成功した大立者 Fred W. Gaisberg その人である。
　『甦るオッペケペー―1900年パリ万博の川上一座―』（東芝 EMI、TOCG-5432）として CD 復刻。た
だし、この録音には、なぜか、一座の看板である音二郎と貞奴は、参加していない。
　http://www.tinfoil.com/cm-0101.htm
　http://www.iasa-web.org/links
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